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﹃
す
ゑ
は
ん
じ
や
う
記
﹄﹃
夜
う
ち
そ
か
大
名
ぞ
ろ
へ
﹄

　
　
　
　

│　

影　

印　

と　

翻　

刻　

│

木
村　

八
重
子

標
題
の
二
書
は
、﹁
昭
和
二
二
、
三
、
一
三
購
入
﹂
の
朱
円
印
を
持

つ
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
で
あ
り
、﹃
国
立
国
会
図
書
館
支
部
上

野
図
書
館
和
漢
書
書
名
目
録　

古
書
之
部
﹄（
国
立
国
会
図
書
館
管

理
部　

一
九
五
二
年
刊　

国
立
国
会
図
書
館
﹇
以
下
、
当
館
﹈
請
求

記
号029.1

─Ko548u

）
に
著
録
さ
れ
、
早
く
か
ら
公
開
さ
れ
て
い

る
。﹃
国
書
総
目
録
﹄（
補
訂
版　

岩
波
書
店　

一
九
八
九
─九
一
年
刊 

当
館
請
求
記
号U

P3

─E1

）
に
も
﹁
す
ゑ
は
ん
じ
や
う
記　
す
え
は
ん
／

じ
よ
う
き 

一
冊　

⃝角
む
さ
う
の
名
哥　

⃝類
事
典　

⃝版
国
会
﹂﹁
夜
う
ち
そ
か
大

名
ぞ
ろ
へ　
よ
う
ち
そ
が
だ
い
／

み
よ
う
ぞ
ろ
え

　

一
冊　

⃝別
そ
が
の
十
郎
大
み
や
う
づ
め

（
外
）　

⃝版
国
会
﹂＊　
と
あ
り
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
も
備
え
ら
れ
、

新
出
資
料
で
は
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
理
由
は
、
平
成
二
一
年
三

月
に
原
本
を
拝
見
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
大
変
珍
し
く
貴
重
な
資

料
と
思
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
二
書
は
と
も
に
一
三
×
九
セ
ン
チ
ほ

ど
、
Ｂ
７
判
に
近
い
小こ

本ほ
ん

で
あ
る
。

＊ 

﹃
国
書
総
目
録
﹄
の
凡
例
は
以
下
の
と
お
り
。
◯角
：
角
書　

◯類
：
分
類　

◯別
：

別
称　
（
外
）
：
外
題　

◯版
：
版
本
の
存
在
す
る
図
書
館
・
文
庫
等

翻
刻
は
二
書
と
も
に
、
次
の
方
針
に
よ
っ
た
。

１
．
用
字
、
仮
名
遣
い
、
濁
点
は
表
記
の
ま
ま
と
し
た
。

２
．
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。

３
．
ハ
、
ミ
等
は
片
仮
名
の
ま
ま
と
し
た
。

４ 

．
原
本
通
り
の
改
行
を
原
則
と
し
た
が
、
一
部
、
ス
ラ
ッ
シ
ュ

（
／
）
で
改
行
を
表
し
た
。

５ 

．
意
味
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
、
仮
名
の
語
に
丸
括
弧
で
漢
字

等
を
補
っ
た
。

６
．
各
丁
表
・
裏
は
、
オ
・
ウ
と
略
記
し
た
。

な
お
、
二
書
の
注
、
特
に
﹁
婦
人
良
方
﹂（
一
四
頁
参
照
）
に
関
し

て
、
古
典
籍
課
職
員
の
方
々
の
御
助
力
を
い
た
だ
い
た
。

参
考
書
誌
研
究
・
第
七
一
号
（
二
〇
〇
九
・
一
一
）
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一�
、『
す
ゑ
は
ん
じ
や
う
記
』
一
冊

�

（
作
者
・
刊
年
・
版
元
不
明
）　

書
誌
事
項
に
記
す
よ
う
に
丹
表
紙
で
、
原
装
の
よ
う
に
み
え
る
。

原
装
で
な
い
に
し
て
も
相
当
古
い
時
期
の
改
装
で
、
大
き
さ
は
草
双

紙
の
初
期
の
姿
で
あ
る
︿
赤あ

か

小こ

本ほ
ん

﹀
に
近
い
。﹃
国
書
総
目
録
﹄
の
分

類
に
﹁
事
典
﹂
と
あ
る
の
は
、
内
容
が
﹁
喉
に
骨
が
刺
さ
っ
た
時
、

抜
け
る
ま
じ
な
い
﹂
な
ど
、
当
否
は
別
と
し
て
も
、
日
常
生
活
の

﹁
用
﹂
に
供
す
る
性
格
を
持
ち
、
後
世
の
﹁
重
宝
記
﹂
の
よ
う
な
面
が

あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、﹁
か
ら
ち
や
う
ず
の
事
﹂
が
大
小
便
不
通
の
意
味
で
あ
れ

ば
、
八
つ
あ
る
○
の
項
す
べ
て
、
身
体
の
息
災
に
か
か
わ
る
こ
と
で
、

呪じ
ゅ

禁ご
ん

法
が
民
間
の
呪ま

じ
な
い
と
な
っ
た
最
末
端
の
出
版

現
象
の
よ
う
に
受
け
取
れ
、
分
類
上
は
仏
教
、
呪

術
、
俗
信
な
ど
に
当
た
る
と
考
え
る
。

挿
絵
の
入
れ
方
は
、
絵
の
み
を
摺
っ
た
丁
と
字

の
み
を
摺
っ
た
丁
を
交
互
に
挟
み
、
結
果
と
し
て

各
見
開
き
毎
に
半
丁
の
挿
絵
が
入
る
と
い
う
素
朴

な
造
本
と
な
っ
て
い
る
。（
挿
絵
に
は
後
人
の
施

し
た
手
彩
色
が
少
し
あ
る
。
す
で
に
退
色
し
て
お

り
、
か
な
り
古
い
時
代
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。）

巻
末
挿
絵
の
美
人
の
姿
態
に
は
、
明
暦
二
年

（
一
六
五
六
）
刊
﹃
ね
物
が
た
り
﹄（﹃
う
た
の
ほ
ん

│
箏
・
三
味
線
音
楽
を
中
心
に　

天
理
ギ
ャ
ラ
リ

ー
第
１
３
７
回
展
﹄　

天
理
図
書
館
編　

天
理
ギ

ャ
ラ
リ
ー　

二
〇
〇
九
年
刊　

当
館
請
求
記
号

Y93

─J1998　

一
一
頁
）
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ

る
が
、
成
立
に
つ
い
て
は
後
攷
に
俟
ち
た
い
。

（
表
紙
）

（
注
）　

見
返
し
は
白
紙
の
た
め
影
印
を
省
略
し
た
。
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こ
の
よ
う
に
、﹁
物
語
﹂
で
も
﹁
尽
く
し
も
の
﹂

で
も
な
い
、﹁
実
用
も
の
﹂
め
い
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
出

版
物
が
、
あ
る
い
は
︿
赤
小
本
﹀
の
源
流
で
あ
っ

た
か
も
知
れ
な
い
。全
く
類
書
の
存
在
を
知
ら
ず
、

多
く
の
問
題
を
提
起
す
る
貴
重
な
一
冊
で
あ
る
。

︿
書
誌
事
項
﹀

請
求
記
号　

 

本
別14

─29　
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム　

Y
D
1

─173

）

形
態　

一
三
・
〇
×
九
・
〇
セ
ン
チ

表
紙　

丹
色
（
元
表
紙
と
み
ら
れ
る
）

題
簽　

 

表
紙
左
肩
に
貼
付　

一
一
・
〇
×
四
・
〇

セ
ン
チ
（
子
持
枠
）﹁
す
ゑ
は
ん
じ
や
う

記
﹂、
右
肩
に
小
字
で
﹁
む
さ
う
の
名
哥
﹂

下
端
に
岩
上
の
松

丁
付　

一
～
六
、
丁
付
な
き
半
丁
（
後
ろ
見
返
し
）

柱
題　

な
し

画
作
者
名　

な
し

版
元
名　

 

な
し
（
題
簽
と
第
一
丁
の
松
は
版
元
を

示
す
か
）

一
丁
オ

（
注 

）　

中
央
に
太
字
で
﹁
松
﹂。
そ
の
上
に
二
羽
の
舞
鶴
、
右
下
に
竹
、
左
下
に
蓑
亀
。（
破
損
あ
り
。）

松
竹
鶴
亀
で
吉
祥
を
表
現
し
た
扉
。
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一
丁
ウ

（
注 

）　

唐
獅
子
に
紐
を
付
け
て
牽
く
唐
衣
裳
の
人
物
。
伎
楽

を
先
導
す
る
獅
子
と
獅
子
使
い
の
類
か
。
邪
凶
な
も

の
を
制
御
す
る
意
味
を
表
す
か
。
被
り
物
は
蓑
亀
を

示
す
か
。

一
丁
ウ
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二
丁
オ

　

○
か（

空
・
唐
）

ら
ち
や（

手
水
）う

ず
の
事

一
て（

天
竺
）ん

ぢ
く
の
が（

恒
河
河
原
）

う
が
が
わ
ら
に
ミ（

水
）づ

　

た
（
絶
）へ

て
ち（

塵
）り

を
む（

結
）す

び
て
て（

手
水
）う

ず
と

　

こ
そ
す
れ

一
一
切
草
木
皆
是
佛
水
我
今
肉

　

内
家
清
浄
（
注
）

　

○
の（

喉
）ど

に
ほ（

骨
）ね　

た
（
立
）ち

ぬ
（
抜
）く

る
ま

（
呪
）　

　

じ
な
い
の
事

（
注
）　
﹁
手
水
﹂
に
は
大
小
便
の
意
味
が
あ
り
、
そ
の
不
通
を

治
す
ま
じ
な
い
か
。
呪
歌
と
経
文
か
ら
な
る
。﹁
て
ん

ぢ
く
の
が
う
が
が
わ
﹂
は
イ
ン
ド
の
ガ
ン
ジ
ス
河
。

﹁
一
切
草
木
﹂
以
下
の
出
典
未
調
査
。

二
丁
オ
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二
丁
ウ

一
賦　

九
龍
化
骨
神
護
身

　
　

右
水
の
う（

上
）へ

に
三
べ（

遍
）ん　

か
（
書
）き

の
（
呑
）む

　
　

へ
し）
1

（
注

　

○
か（

雷
）ミ

な
り　
ま（

呪
）し

な
い
の
哥

一
む（

棟
）ね

ハ
や

（
八
）つ

か（
門
）と

ハ
こ（

九
）ゝ

の
つ
と

（
戸
）ハ

ひ（
一
）と

つ

　

身
ハ
あ（

塔
）ら

ゝ
ぎ
の
さ（

里
）と

に
こ
そ
す

（
住
）め
）
2

（
注

　

○
ち（

血
）　と
（
止
）め

ま（
呪
）し

な
い
の
哥

一
き（

北
）た

ハ
き

（
黄
）に

ミ（
南
）な

み
ハ
あ（

青
葉
）を

ば
に
ひ

（
東
）　

　

が
し　
じ（

白
）ろ　

に（
西
）し　

く（
紅
）れ

な
い
に
と

（
止
）ま

れ）
3

（
注

（
注
1
）　 

こ
の
場
合
は
呪
歌
が
な
く
、
七
字
の
賦
を
水
の
上
に
三
度
書
い
て
そ

の
水
を
飲
む
。

（
注
2
）　

こ
れ
は
呪
歌
の
み
。﹁
あ
ら
ゝ
ぎ
﹂（
塔
）
は
野
蒜
の
こ
と
。

（
注
3
）　 

呪
歌
。
四
丁
オ
の
﹁
ち
の
ミ
ち
﹂
に
続
く
。
四
方
に
四
色
を
配
し
て
い

る
が
、
五
行
説
の
組
み
合
わ
せ
と
異
な
る
。
依
拠
す
る
も
の
未
詳
。

二
丁
ウ
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三
丁
オ

や（
疫
病
）く

び
や
う
を
な（

膾
）ま

す
に
／
し（

鍾
馗
）や

う
き

大
ぢ（

臣
）ん

の

も（
持
）つ

た
る

け（
剣
）ん

ハ

さてもき（
切
）れ

た
り

（
注
）　

歌
の
下
に
、
右
手
に
剣
を
持
ち
左
手
を
突
き
出
す
多

髯
の
鍾
馗
像
。
鍾
馗
は
唐
の
玄
宗
皇
帝
の
夢
に
、
魔
を

払
い
病
を
癒
し
た
と
し
て
、
端
午
の
節
句
に
も
小
鬼

を
拉
ぐ
姿
な
ど
で
描
か
れ
る
。

三
丁
オ
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三
丁
ウ

（
注
）　

虎
に
紐
を
付
け
て
牽
く
唐
衣
裳
の
人
物
。
一
丁
ウ
の

唐
獅
子
と
同
じ
く
邪
凶
な
も
の
を
制
御
す
る
意
味
を

表
す
か
。
衣
裳
の
模
様
は
百
足
か
。

三
丁
ウ
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四
丁
オ

　

ち
（
血
）の

ミ（
道
）ち　

あ（
阿
毘
羅
吽
欠
娑
婆
呵
）

び
ら
う
ん
け
い
そ
わ
か

　

三
へ（

遍
）ん　

と（
唱
）な

ふ
へ
し
（
注
１
）

　

○
あ（

悪
）し

き
ゆ（

夢
）め　

け
（
消
）す

哥

一
あ（

悪
）し

き
ゆ（

夢
）め　

ミ
（
見
）た

る
と（

時
）き　

い（
未
）ま

だ

　

ね（
寝
返
）が

や
し
せ
ぬ
さ（

先
）き

に
よ

（
詠
）む

う（
歌
）た

一
あ（

悪
）し

き
ゆ（

夢
）め　

ミ
（
見
）た

と
て
さ
ら
に
お（

驚
） ど

　

ろ
か
ず
よ

（
良
）き

ゆ（
夢
）め

と
て
も
あ

（
合
）ふ

こ
と
も

　

な
）
2

（
注

し

　

○
ね（

寝
返
）が

や
し
し
た
ら
ば

（
注
1
）　 ﹁
ち
の
ミ
ち
﹂
ま
で
呪
歌
の
続
き
。﹁
あ
び
ら
う
ん
け
い
そ
わ
か
﹂
は
正

し
く
は
﹁
あ
び
ら
う
ん
け
ん
そ
わ
か
﹂
で
大
日
如
来
に
祈
る
呪
文
、

﹁
あ
び
ら
う
ん
け
ん
﹂
は
宇
宙
一
切
を
あ
ら
わ
す
大
日
如
来
の
意
、﹁
そ

わ
か
﹂
は
成
就
吉
祥
。

（
注
2
）　 
悪
い
夢
を
見
て
寝
返
り
し
な
い
う
ち
の
呪
歌
。
寝
返
り
を
重
視
し
て

い
る
。

四
丁
オ
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四
丁
ウ

（
二
行
分
空
白
）

一
こ（

今
宵
）よ

ひ　
ミ

（
見
）し

ゆ（
夢
）め

を
ば
ば（

獏
）く

に

　

く
（
喰
）ら

ハ
れ
て
あ

（
明
）け

て
ミ
た
れ
ば

　

あ（
跡
形
）と

か
た
も
な
し

　
　

同
も（

文
）ん

一
た
ん
け
ん
ミ
や
う
じ
ゆ
ば
く

く

　

そ（
娑
婆
呵
阿
毘
羅
吽
欠
）

わ
か
あ
び
ら
う
ん
け
い

く

　

そ（
娑
婆
呵
）

わ
か

く

（
注
）　

呪
歌
中
の
﹁
獏
﹂
は
悪
夢
を
喰
う
と
さ
れ
る
中
国
の
想

像
上
の
動
物
で
、
日
本
で
も
良
い
初
夢
を
見
る
ま
じ

な
い
の
宝
船
な
ど
に
書
か
れ
る
。﹁
た
ん
け
ん
ミ
や
う

じ
ゆ
ば
く
﹂
は
漢
字
未
詳
。﹁
…
明
呪
獏
﹂
か
。

四
丁
ウ
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五
丁
オ

（
注
）　

右
手
に
剣
を
立
て
て
持
ち
、
左
手
に
薬
壺
を
持
ち
盤

上
に
結
跏
趺
坐
す
る
着
衣
の
鬼
。
不
動
明
王
と
薬
師

如
来
を
一
緒
に
し
た
よ
う
な
姿
。

五
丁
オ
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五
丁
ウ

（
注
）　

井
の
傍
に
座
し
て
水
汲
む
天
女
と
、
柳
樹
の
方
向
に

進
む
騎
馬
の
天
女
。
馬
は
首
を
転
じ
て
い
る
。
天
女
で

な
く
菩
薩
か
。
井
側
の
一
体
の
被
り
物
に
鳥
が
付
い

て
い
る
か
。
井
桁
に
壺
が
あ
り
汲
む
の
は
薬
水
か
。

五
丁
ウ
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六
丁
オ

　

○
爪つ

め

を
と

（
取
）る

と（
時
）き

の
う（

歌
）た

一
て

（
手
）六

十
六
廿
六
日　

足
九
十
九

　

廿
九
日

一
ミ（

都
）や

こ
に
て
お（

思
）も

ひ
し
こ（

事
）と

の
か（

叶
）な

ハ
ぬ

　

ハ
う
い
ミ
ひ（

未
）つ

じ
に
つ（

爪
）め

を
と

（
取
）る

ゆ（
故
）へ

一
わ（

忘
）す

れ
て
も
あ（

足
）し

の
つ（

爪
）め

を
ハ
い（

一
度
）ち

と

　

に
ハ
と

（
取
）ら

ぬ
も
の
と
ぞ
ゆ

（
言
）い

つ（
伝
）た

ゑ
け
り

（
二
行
分
空
白
）

（
注
）　

爪
に
は
、
切
る
日
や
時
刻
の
禁
忌
が
多
い
が
、
こ
の
三

項
は
初
見
。
二
項
目
の
呪
歌
の
﹁
う
い
ミ
﹂
は
﹁
卯
亥

巳
﹂
か
。﹁
憂
き
身
（
巳
）﹂
を
掛
け
る
か
。

六
丁
オ



−一四−

六
丁
ウ

　

○
に（

女
人
）よ

に
ん　
さ（

産
）ん

を
や（

易
）す

く
す
る
事

　
　
　
（
呪
符
、
四
字
あ
り
）

一
女
人
さ（

産
）ん

を
す
る
い（

一
）ち

月
ま（

前
）へ

に
そ

　

の
い

（
居
）た

る
と（

所
）こ

ろ
の
し（

下
）た

に
ざ（

草
履
）う

り

　

の
う（

裏
）ら

に
か

（
書
）き

つ
（
付
）け

を
（
置
）く

な
り

　

こ
（
子
）を

や（
易
）す

く
う

（
産
）む

へ
し
う（

疑
）た

が
ふ

　

へ
か
ら
す　

婦
人
良
方
ニ
有

（
注
）　

呪
符
の
第
一
字
は
﹁
此
云
﹂
か
。
以
下
不
明
。
安
産
の

呪
い
は
他
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
参
考
と
し
て
﹃
太
醫

院
校
註
婦
人
良
方
大
全
﹄（
寛
永
十
三
年
刊　

当
館
請

求
記
号
わ490.9

─9

）
巻
十
六
第
十
四
丁
オ
の
該
当
箇

所
を
左
に
挙
げ
る
。

六
丁
ウ
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（
後
ろ
表
紙
）

（
後
ろ
見
返
し
）

（
注
）　

扇
を
持
っ
て
踊
る
二
美
人
。
絵
は
、
こ
の
小
冊
に
記
さ
れ
た
こ
と
に
従
え
ば
、
息
災
で
仕
合

わ
せ
良
く
、
踊
り
を
楽
し
む
暮
ら
し
が
で
き
る
と
の
意
か
。
左
の
女
性
の
扇
と
着
衣
に
め
で

た
い
七
宝
の
模
様
。
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二
、『
夜
う
ち
そ
か
大
名
ぞ
ろ
へ
』
一
冊

�

（
作
者
・
刊
年
不
明
、
八
文
字
屋
八
左
衛
門
板
）　

　

本
書
は
、
三
重
県
松
阪
市
射
和
町
の
旧
射
和
寺
地
蔵
尊
胎
内
に
蔵

さ
れ
た
十
冊
の
小
本
の
う
ち
の
一
冊
﹃
源
よ
し
つ
ね
高
名
そ
ろ
へ
﹄

（
次
頁
図
参
照
）
と
類
を
同
じ
く
す
る
作
品
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

点
で
見
逃
せ
な
い
。

　

そ
の
十
冊
と
は
、
昭
和
五
十
四
年
に
岡
本
勝
氏
が
重
要
性
を
確

認
、
翌
年
春
の
日
本
近
世
文
学
会
に
報
告
さ
れ
た
も
の
で
、﹃
初
期
上

方
子
供
絵
本
集
﹄（
角
川
書
店　

貴
重
古
典
籍
叢
刊
13　

一
九
八
二

年
刊　

当
館
請
求
記
号K

G
241

─10

）
に
影
印
さ
れ
、
解
説
編
に
翻

刻
と
作
品
解
題
等
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
岡
本
氏
は
﹃
子
ど
も
絵
本
の
誕
生
﹄（
弘
文
堂

一
九
八
八
年
刊　

当
館
請
求
記
号U
M
24

─E4　

六
三
～
六
九
頁
）

で
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
正
月
か
ら
九
月
の
間
に
十
代
半
ば
で

亡
く
な
っ
た
息
子
長
九
郎
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
、
帯
屋
次
郎
吉
が

地
蔵
胎
内
に
納
入
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
作
品
は
そ
れ
以
前
の

刊
行
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
﹃
源
よ
し
つ
ね
高
名
そ
ろ
へ
﹄
と
﹃
夜
う
ち
そ
か
大
名
ぞ
ろ
へ
﹄
の

共
通
点
は
、
共
に
八
文
字
屋
板
、
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
、
題
簽
の
中
央

に
界
線
を
設
け
て
題
名
を
二
行
に
書
き
、
下
端
の
線
の
下
に
板
元
を

示
す
同
形
式
の
三
点
で
あ
る
。
表
紙
は
共
に
墨
色
で
、
前
者
に
は
卍

字
つ
な
ぎ
牡
丹
唐
草
空
押
し
が
あ
り
、
後
者
に
は
剥
離
が
多
く
確
認

し
難
い
が
、
唐
草
文
様
の
痕
跡
ら
し
き
光
沢
と
凹
凸
が
認
め
ら
れ

る
。

　

板
元
の
表
示
は
、
前
者
は
題
簽
に
町
名
ま
で
入
れ
、
刊
記
は
な
く
、

後
者
は
題
簽
に
は
商
標
の
み
で
刊
記
が
あ
る
と
い
う
相
違
が
あ
る
。

版
面
の
様
式
も
、
前
者
は
絵
の
上
部
五
分
の
一
強
に
文
が
あ
が
る
点

が
本
書
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
相
違
点
も
あ
る
の
で
、

同
時
期
の
成
立
と
見
る
に
は
無
理
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
人
物
の
描
法
に
類
似
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
武

士
に
し
て
は
優
し
げ
な
丸
顔
で
、
鼻
は
小
さ
く
、
鼻
先
に
接
近
す
る

上
唇
は
両
端
が
少
し
下
が
っ
て
い
る
。
口
髭
は
左
右
が
離
れ
、
ほ
と

ん
ど
頬
の
中
程
に
横
に
描
か
れ
る
。
足
は
指
先
が
細
く
下
方
に
向
い

て
い
る
。
同
じ
画
工
の
作
品
か
も
し
れ
ず
、
さ
ら
に
詳
細
な
研
究
を

要
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

文
は
﹃
曽
我
物
語
﹄（
岩
波
書
店　

日
本
古
典
文
学
大
系
新
装
版 

一
九
九
二
年
刊　

当
館
請
求
記
号K

G
173

─E4　

底
本
は
十
行
古

活
字
本　

以
下
﹁
岩
﹂
と
略
す
）
巻
第
八
（
屋
形
ま
は
り
の
事
）
三

三
〇
頁
七
行
目
以
下
～
三
三
二
頁
に
近
似
す
る
。
直
接
の
先
行
資
料

に
つ
い
て
は
未
調
査
だ
が
、
管
見
の
範
囲
で
も
、
幸
若
舞
﹃
夜
討
曾

我
﹄
の
紋
づ
く
し
、
ま
た
後
世
の
紀
海
音
作
﹃
曾
我
姿
冨
士
﹄
の
﹁
牧

狩
屋
形
紋
つ
く
し
﹂
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、
有
名
な
箇
所
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　

絵
は
、
十
郎
が
数
え
上
げ
る
屋
形
か
ら
二
十
七
屋
形
を
選
ん
で
描

き
、
順
序
は
崩
し
て
い
な
い
。
部
分
的
に
、
後
人
の
施
し
た
手
彩
色
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が
少
し
あ
り
、
こ
れ
も
ほ
と
ん
ど
退
色
し
て
い
る
。

︿
書
誌
事
項
﹀

請
求
記
号　

本
別14

─28　
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム　

Y
D
1

─173

）

形
態　

一
二
・
六
×
九
・
三
セ
ン
チ

表
紙　

 

墨
色
（
元
表
紙
と
み
ら
れ
る
。
唐
草
の
空
押
し
は
確
認
で
き

ず
）

題
簽　

表
紙
左
肩
に
貼
付　

一
〇
・
一
×
三
・
八
セ
ン
チ
（
子
持
枠
）

　
　
　
﹁
そ
が
の
十
郎
／
大
ミ
や
う
つ
め
﹂（
中
央
に
界
線
）

　
　
　

下
端
仕
切
線
の
下
に
丸
（
商
標
、
但
し
墨
で
塗
沫
）

内
題　

夜
う
ち
そ
か
／
大
名
ぞ
ろ
へ
（
第
一
丁
、
第
一
、
二
行
）

丁
付　

一
、︹
二
︺、
三
～
十
四

柱
題　

な
し

画
作
者
名　

な
し

刊
記　

八
も
ん
し
屋
／
八
左
衛
問

（
マ
マ
）板
（
十
四
丁
末
）

　

当
資
料
の
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
冒
頭
に
記
し
た
方
針
の
他
、
句

読
点
に
相
当
す
る
﹁
・
﹂
を
﹁
、﹂
に
置
き
換
え
、
固
有
名
詞
の
漢
字

の
宛
て
方
、
鉤
括
弧
は
﹁
岩
﹂
を
参
考
に
し
た
。

　

絵
は
各
半
丁
で
独
立
し
て
い
る
の
で
、
半
丁
を
区
切
り
と
し
た
。

　

注
は
、﹁
岩
﹂
と
の
主
な
相
違
点
を
中
心
と
し
た
。

　

絵
注
は
、
着
衣
お
よ
び
烏
帽
子
の
名
称
、
幕
紋
の
詳
細
は
正
確
を

期
し
難
い
の
で
参
考
程
度
に
記
し
、
構
図
に
も
着
目
し
て
み
た
。

表
紙

八
丁
オ

（参考）『源よしつね高名そろへ』
＊前掲『初期上方子供絵本集』142頁・150頁より転載。
　形態は12.6×9.1センチ（解題による）。

ⓒ角川学芸出版
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（
表
紙
）

（
注
）　
︿
書
誌
事
項
﹀
に
﹁
唐
草
の
空
押
し
は
確
認
で
き
ず
﹂
と

記
し
た
が
、
白
く
抜
け
て
し
ま
っ
た
円
形
は
唐
草
の

線
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　

見
返
し
は
白
紙
の
た
め
影
印
を
省
略
し
た
。

（
表
紙
）
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一
丁
オ
（
下
段
）

　
　

夜
う（

討
曽
我
）

ち
そ
か

　
　

大
名
ぞ（

揃
）ろ

へ

五
郎
あ（

兄
）に

を
ま

（
待
）ち

か
ね
て
、
こ（

心
許
）ゝ

ろ
も
と

な
く
し
て
た（

佇
）ゝ

す

み
け
る
と（

所
）こ

ろ
へ
、

十
郎
き（

来
）た

り
て

　
﹁
い（

如
何
）か

に
ま

（
待
）ち

ど（
遠
）を

（
注
）　

待
ち
兼
ね
る
五
郎
（
左
）
の
許
に
戻
っ
て
来
た
十
郎
。
直
垂
裃
に
侍
烏
帽

子
の
立
ち
姿
で
向
き
合
う
曽
我
十
郎
五
郎
の
兄
弟
。
五
郎
に
は
蝶
の
、
十

郎
に
は
千
鳥
の
模
様
が
描
か
れ
て
い
る
。﹁
岩
﹂
巻
第
八
（
富
士
野
の
狩

場
へ
の
事
）
三
一
九
頁
に
﹁
十
郎
が
そ
の
日
の
装
束
に
は
、
…
、
村
千
鳥

の
直
垂
に
、（
中
略
）
五
郎
が
其
日
の
装
束
に
は
、
…
、
蝶
を
三
つ
二
つ

所

く
に
つ
け
た
る
直
垂
に
、（
下
略
）﹂
と
あ
る
。
こ
の
模
様
は
後
代
ま

で
著
名
で
﹁
蝶
千
鳥
﹂
で
﹁
曾
我
物
﹂
を
表
す
。
文
は
下
段
に
対
応
。

一
丁
オ
（
上
段
）

　

十
郎
助
成
や（

屋
形
）か

た
の
次
第
か（

語
）た

る

　

五
郎
時
む（

致
）ね
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一
丁
ウ
（
下
段
）

な
る
か
）
1

（
注

﹂、
五
郎
き

（
聞
）ゝ

て
、﹁
さ
ら
ぬ
だ
に
人

を
ま

（
待
）つ

ハ
か（

悲
）な

し

き
に
、
を（

疎
）ろ

か
に
お

（
思
）　

ぼ
し
め

（
召
）す

も
の
か

な
﹂）
2

（
注

、﹁
す（

祐
成
）け

な
り
も

さ
ぞ（

存
）ん

ず
る
を
か（

敵
）た

き　
さ（

左
衛
門
）

ゑ
も
ん
が
や（

屋
形
）か

（
注
1
）　
﹁
岩
﹂
は
﹁
な
る
ら
ん
﹂

（
注
2
）　
﹁
岩
﹂
は
﹁
お
ろ
か
に
や
お
ぼ
し
め
す
﹂

一
丁
ウ
（
上
段
）

　

ほ（
北
条
）う

で
う
の
四
郎

（
注
）　

北
条
氏
の
三
鱗
紋
を
付
け
た
幕
を
掲
げ
、
中
啓
を
持
っ
て
座
す
狩
衣
姿

の
北
条
四
郎
時
政
。
烏
帽
子
は
金
の
折
烏
帽
子
か
。
文
は
四
丁
オ
に
登

場
。
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二
丁
オ
（
下
段
）

た
へ
よ

（
呼
）び

入
ら
れ
、

さ（
酒
）け

を
こ
そ
の

（
飲
）み

つ
れ
）
1

（
注

﹂、﹁
さ
て
い（

如
何
）か

に
び（

便　

む宜
）

ぎ　
あ

（
悪
）し

く
さ（

候
）ふ

ら

ひ
け
る
か
）
2

（
注

﹂、﹁
い（

言
）ふ

に
や

を（
及
）よ

ぶ
、
ら（

乱
舞
）ん

ぶ
の
を（

折　

り節
）

ふ
し
や
か
た
に

五
郎
時
む（

致
）ね

こ
れ）
3

（
注

（
注
1
）　
﹁
岩
﹂
は
﹁
の
み
た
り
つ
れ
﹂

（
注
2
）　 ﹁
岩
﹂
は
﹁
い
か
に
候
け
る
。
便
宜
あ
し
く
候
け
る

か
﹂

（
注
3
）　 ﹁
し
や
か
た
に
五
郎
時
む
ね
こ
れ
﹂
の
部
分
は
破
損

修
理
後
の
後
人
の
加
筆
、﹁
岩
﹂
は
﹁（
折
節
）、
あ

わ
れ
と
お
も
ひ
し
か
ど
も
、（
御
分
…
）﹂、
前
行

﹁
の
を
﹂
は
正
し
い
加
筆
。

二
丁
オ
（
上
段
）

　

一
条
の
二
郎
忠
よ（

頼
）り

（
注
）　

一
条
忠
頼
の
紋
は
割
菱
と
さ
れ
る
が
、
幕
の
紋
は
﹁
窠
﹂
の
一
部
に
見
え

る
。
狩
衣
に
金
の
折
烏
帽
子
後
ろ
鉢
巻
き
か
。
背
後
の
屏
風
に
太
刀
が
立

て
掛
け
て
あ
る
。
文
は
四
丁
ウ
に
出
る
。
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二
丁
ウ
（
下
段
）

御
ぶ（

分
）ん

一
ま
よ
け
ん
（
注
）

こ
そ
と
ぞ（

存
）ん

し
て
こ

（
堪
）　

ら
へ
つ
る
こ（

志
）ゝ

ろ
さ

し
、
を

（
推
）し

は（
量
）か

り
給

へ
﹂、
五
郎
も
き

（
聞
）ゝ

て
、﹁
御

ふ（
扶
持
）ち

ハ
さ
る
事
に

て
さ（

候
）ふ

ら
へ
と
も
、
こ

れ
ほ
ど
よ

（
寄
）り

つ
（
付
）か

（
注
）　
﹁
ま
よ
け
ん
﹂
は
破
損
修
理
後
の
後
人
の
加
筆
、﹁
岩
﹂

は
﹁（
一
）
所
に
﹂

二
丁
ウ
（
上
段
）

　

お（
小
笠
原
）

が
さ
わ
ら

（
注
）　

松
皮
菱
の
紋
を
付
け
た
幕
を
掲
げ
て
座
す
小
笠
原
。
鎧
直
垂
に
梨
打
烏
帽

子
の
後
ろ
鉢
巻
き
姿
で
畳
ん
だ
扇
を
持
つ
。
文
は
四
丁
ウ
に
出
る
。



−二三−

三
丁
オ
（
下
段
）

ず
し
て
、
心
を
つ

（
尽
）く

す
、
び（

便
宜
）ん

ぎ　
よ

（
良
）く

さ
（
候
）　

ふ
ら
ハ
ゞ
、
御
う（

討
）ち

さ
（
候
）

ふ
ら
ふ
べ
き
も
の

を
、
さ
り
な
か
ら
、
一
た（

太　

ち刀
）

づ
ゝ
、
と（

共
々
）も

く
に

き（
切
）り

た
く
さ（

候
）ふ

ら

ふ
そ
か
し
、
そ
の
や（

屋
形
）か

三
丁
オ
（
上
段
）

　

な（
南
部
左
衛
門
）

ん
ぶ
ノ
さ
へ
も
ん

（
注
）　

南
部
氏
の
紋
は
舞
鶴
ま
た
は
籬
菊
と
さ
れ
る
が
、
幕
の
紋
は
桐
の
葉
の
部

分
か
。
素
襖
長
裃
に
侍
烏
帽
子
姿
の
座
像
で
扇
を
開
き
持
つ
。
背
後
に
波

を
描
い
た
屏
風
。
文
は
四
丁
ウ
に
出
る
。
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三
丁
ウ
（
下
段
）

た
の
や（

様
）う

、（
注
）御
ら（

覧
）ん

じ
さ（

候
）ふ

ら
ひ
け
る

に
や
﹂、﹁
そ
の
た
め
、
あ（

案　

む内
）

な
い
は
よ

（
良
）く

み（
見　

を置
）き

さ（
候
）ふ

ら
ひ
ぬ
、

た
ゞ
し
や（

屋
形
）か

た
の

か（
数
）ず　

お（
多
）ほ

く
し
て

見
し（

知
）り

た
る
人
ハ

（
注
）　
﹁
や
か
た
の
や
う
﹂
の
箇
所
、﹁
岩
﹂
は
﹁
其
屋
形
の
次

第
、
道
す
が
ら
の
様
﹂

三
丁
ウ
（
上
段
）

　

下
山

（
注
）　

下
山
氏
の
紋
は
三
階
菱
と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
黄き

む
ら
ご
う

紫
紅
の
よ
う
な
五

幅
の
幕
か
。
単
調
を
避
け
て
か
、
斜
め
後
ろ
姿
に
描
か
れ
た
座
像
は
直
垂

に
大
口
袴
か
。
侍
烏
帽
子
を
着
け
、
弓
を
持
つ
。
文
は
四
丁
ウ
に
出
る
。



−二五−

四
丁
オ
（
下
段
）

し（
所
々
）よ

く
に
こ
そ
さ（

候
）ふ

ら
ひ
つ
れ
﹂、
あ（

扇
）ふ

ぎ

ひ（
開
）ら

き
て
こ
そ
ハ
か

（
数
）　

そ
へ
け
れ
、﹁
ま

（
先
）づ

君

の
御
や（

屋
形
）か

た
に
、
な（

並
）ら

へ

て
う

（
打
）ち

た
り
し
ハ
、
ほ（

北　

う条
）

で
う
の
四
郎

と（
時
政
）き

ま
さ
、
御
一

四
丁
オ
（
上
段
）

　

か（
梶
原
）ぢ

ハ
ら
源
太

（
注
）　

三
竪
矢
筈
の
紋
を
付
け
た
幕
の
内
側
で
、
素
襖
長
袴
に
侍
烏
帽
子
で
床
几
に
掛
け
る
姿
か
。

背
後
に
長
柄
の
馬
印
と
毛
槍
が
掛
け
て
あ
る
。
当
図
も
幕
と
人
物
の
配
置
を
変
え
て
単
調
を

避
け
て
い
る
。
江
戸
の
文
芸
で
は
、
並
び
矢
筈
（
矢
羽
根
）
は
梶
原
氏
の
紋
と
し
て
名
高
い
。

文
は
四
丁
ウ
に
出
る
。



−二六−

四
丁
ウ
（
下
段
）

も（
門
）ん

に
ハ
、
一
で（

条
）う

、
い（

板　

た垣
）

が
き
、
へ（

逸
見
）ん

ミ
、
た（

武　

け田
）

た
、
お（

小
笠
原
）

が
さ
ハ
ら
、
な（

南
ん

ぶ部
）、

し（
下
山
）も

や
ま
、
山
な（

名
）、

さ（
里　

と見
）

ミ
の
人
々
、
い（

石
）し

山
、

や（
山
）ま

が
た
（
注
）、
か（

梶
原
）ぢ

ハ
ら
、

や（
屋
形
）か

た
を
な（

並
）ら

べ
て
、
さ

（
候
）　

ふ
ら
ふ
な
り
、
ひ（

東
）が

し

（
注
）　 ﹁
岩
﹂
は
﹁
や
ま
か
た
﹂
と
あ
り
漢
字
を
宛
て
て
い
な

い
。

四
丁
ウ
（
上
段
）

　

わ（
和
田
義
盛
）

だ
の
よ
し
も
り

（
注
）　

和
田
氏
の
紋
は
三
引
両
。
絵
で
は
﹁
下
山
﹂
の
場
面
と
同
様
な
五
幅
の
幕

か
。
狩
衣
に
金
の
折
烏
帽
子
姿
の
座
像
で
、
傍
ら
に
太
刀
を
横
た
え
、
白

髪
交
じ
り
の
風
格
あ
る
人
物
に
描
か
れ
る
。
文
は
五
丁
オ
に
出
る
。



−二七−

五
丁
オ
（
下
段
）

に
ハ
、
わ（

和
田
）だ

、
は（

畠
）た

け

山
、
く（

黒
戸
）ろ

ど
、
あ（

姉
崎
）に

さ

き
、
ほ（

本
田
）ん

だ
、
ハ（

榛
沢
）ん

さ
は
、

い（
池
辺
）け

の
へ
、
こ（

児
玉
）た

ま
、
お（

小
沢
）さ

ハ
、
山
ぐ（

口
）ち

、
だ
ん
の）
1

（
注

、
よ

（
横
）　

こ
山
、
き（

紀
）い

の
り（

両
や
う

た

）
2

党
）（
注う

、
お（

岡
部
）か

べ
、
は
ん
ざ
い

）
3

（
注

、

か（
金
子
）ね

こ
、
む（

村
山
）ら

や
ま
、
む（

村
）　

（
注
1
）　
﹁
岩
﹂
は
﹁
丹た

ん

﹂
と
あ
り
﹁
の
﹂
な
し
。

（
注
2
）　
﹁
岩
﹂
は
﹁
紀
清
の
両
党
﹂

（
注
3
）　 ﹁
岩
﹂
は
﹁
は
ん
さ
う
﹂
と
あ
り
漢
字
は
宛
て
て
い

な
い
。

五
丁
オ
（
上
段
）

　

ち（
秩
父
重
忠
）

ゝ
ぶ
の
し
げ
た
ゞ

（
注
）　

秩
父
重
忠
は
畠
山
氏
。
紋
所
は
三
本
傘
ま
た
は
三
花
菱
ら
し
い
が
、
幕
は

流
水
に
桜
散
ら
し
の
総
模
様
。
義
盛
と
同
じ
く
、
狩
衣
に
金
の
折
烏
帽
子

姿
の
座
像
。
傍
ら
に
鎧
を
備
え
知
将
ら
し
い
風
貌
に
描
か
れ
る
。
文
は
五

丁
オ
に
出
る
。



−二八−

五
丁
ウ
（
下
段
）

ら
を
か
）
1

（
注

、
な
か
さ
や）
2

（
注

□
）
3

（
注

か
ハ
し
、
ひ（

比
企
）き

、
ち（

中
条
）う

で
う
、

ミ（
三
田
）た

、
む
ろ）

4

（
注

の
人
々
、

や（
屋
形
）か

た
を
な（

並
）ら

べ
て
さ（

候
）ふ

ら
ふ
）
5

（
注
、
ひ（

常
陸
）た

ち
の
國く
に

に

ハ
、
さ（

佐
竹
）た

け
、
山
の（

内
）う

ち
、

し（
志
太
）た

、
と
う
、
ち
か
し
ま
）
6

（
注

、

な（
行
方
）め

が
た
、
こ
）
7

（
注
く
し（

宍
ゝ

（
注
1
）　
﹁
岩
﹂は﹁
む
ら
お
り
﹂と
し
漢
字
は
宛
て
て
い
な
い
。

（
注
2
）　
﹁
岩
﹂
は
漢
字
を
宛
て
て
い
な
い
。　

（
注
3
）　 

□
は
﹁
さ
﹂
か
。﹁
岩
﹂
は
﹁
お
か
は
ら
﹂
と
し
漢

字
は
宛
て
て
い
な
い
。

（
注
4
）　
﹁
岩
﹂
は
漢
字
を
宛
て
て
い
な
い
。

（
注
5
）　
﹁
岩
﹂
は
﹁
さ
ふ
ら
ふ
な
り
﹂

（
注
6
）　
﹁
岩
﹂
は
﹁
同ど

う

地ち

﹂﹁
鹿か

島し
ま

﹂
と
す
る
。

（
注
7
）　
﹁
岩
﹂
は
﹁
こ
く
は
﹂
と
し
漢
字
は
宛
て
て
い
な
い
。

五
丁
ウ
（
上
段
）

　

か（
金
子
）ね

こ
の
十
郎

（
注
）　

金
子
氏
の
紋
は
木
瓜
ま
た
は
﹁
大
﹂
文
字
ら
し
い
が
、
幕
の
紋
は
渦
巻
き

か
。
幕
を
掲
げ
、
狩
衣
に
梨
打
烏
帽
子
向
こ
う
鉢
巻
き
姿
の
座
像
。
文
は

五
丁
オ
に
出
る
。



−二九−

六
丁
オ
（
下
段
）

ど戸
）、

も（
森
）り

山
、
ち
ゝ
ハ）
1

（
注

の
と（

殿
）の

バ
ら
、
し（

下
も

を総
）

さ
の
國
に
は
、
ち（

千
葉ば

の介
常
胤
）

す
け
つ
ね
た
ね
、

さ（
相
馬
）う

ま
の
次
郎）
2

（
注

も（
師
胤
）ろ

た
ね
、
け
し
の）
3

（
注

三
郎
た（

胤
盛
）ね

も
り
、

こ（
国
分
）く

ぼ
の
五
郎
た（

胤
ね

（
注
1
）　
﹁
岩
﹂
は
﹁
ち
ゝ
わ
﹂
と
し
漢
字
は
宛
て
て
い
な
い
。

（
注
2
）　
﹁
岩
﹂
は
﹁
二
郎
﹂

（
注
3
）　
﹁
岩
﹂
は
﹁
武た

け
し
の石

﹂

六
丁
オ
（
上
段
）

　

山
の
う（

内
）ち

（
注
）　

山
内
氏
の
白
黒
一
文
字
の
紋
を
付
け
た
幕
を
掲
げ
、
右
袖
を
脱
い
で
弓
を

引
く
立
ち
姿
。
短
め
の
上
着
は
水
干
か
。
梨
打
烏
帽
子
に
後
ろ
鉢
巻
き
。

文
は
五
丁
ウ
に
出
る
。



−三〇−

六
丁
ウ
（
下
段
）

み通
）

ち
、
と（

東
）う

の
六
郎

た（
胤
兼
）ね

か
ね
、
か

）
1

（
葛
西
）（
注

さ
井

の
三
郎
き（

清
重
）よ

し
げ
、

あ
）
2

（
注
ふ
さ（

猿
島
）し

ま
、
大
ハ（

原
）ら

、

こ（
小
原
）ハ

ら
、
や（

屋
形
）か

た
を
な（

並
）ら

べ
さ（

候
）ふ

ら
ふ
な
り
、
か（

上
う

づ野
）

け
の
國
に
ハ
、
い（

伊　

ほ北
）

う
、
い（

伊
南
）な

ん
、
ち（

庁
や
う

（
注
1
）　
﹁
岩
﹂
は
﹁
葛
西
﹂

（
注
2
）　
﹁
岩
﹂
も
﹁
あ
ふ
﹂
の
ま
ま
漢
字
は
宛
て
て
い
な
い
。

六
丁
ウ
（
上
段
）

　

ち（
千
葉
介
）

ば
の
す
け

（
注
）　

千
葉
氏
の
月
星
紋
を
付
け
た
幕
を
掲
げ
、
狩
衣
に
金
の
折
烏
帽
子
姿
で
扇

子
持
つ
座
像
。
背
後
に
屏
風
。
文
は
六
丁
オ
に
出
る
。



−三一−

七
丁
オ
（
下
段
）

ほ北
）

く
、
ち（

庁
南
）や

う
な
ん
、
ゐ（

印　

む東
）

と
う
、
か（

金
岡
）な

を
か
、

こ（
小
寺
）で

ら
、
ふ（

深
栖
）か

す
、
や（

山
ま

が上
）

み
、
大
こ
し
（
注
）、
大
む（

室
）ろ

、

か（
上
総
）づ

さ
の
國
に
は
、

き（
桐
生
）り

う
、
く（

黒
川
）ろ

か
ハ
、
た（

多　

む胡
）

ご
、
か（

片
）た

山
、
に（

新
田
）つ

た
、

そ（
園
田
）の

た
、
た（

玉
村
）ま

む
ら
、

（
注
）　
﹁
岩
﹂
は
﹁
大
こ
し
﹂
の
ま
ま
漢
字
は
宛
て
て
い
な
い
。

七
丁
オ
（
上
段
）

　

さ（
相
馬
）う

む
ま

（
注
）　

相
馬
氏
の
紋
繋
馬
を
大
き
く
描
い
た
幕
の
上
か
ら
内
側
を
覗
く
構
図
。
同

構
図
の
梶
原
氏
か
ら
六
図
隔
て
、
配
置
の
工
夫
が
伺
え
る
。
鎧
直
垂
に
侍

烏
帽
子
姿
の
座
像
。
幕
内
に
武
具
が
立
て
掛
け
て
あ
る
。
文
は
六
丁
オ
に

出
る
。



−三二−

七
丁
ウ
（
下
段
）

あ（
安
房
国
）

ハ
の
く
に
ゝ
ハ
、
あ（

安
ん

さ西
）

い
、
か（

神
余
）な

ま
る
、
と（

東
う

で条
）

う
、
し（

信
濃
国
）

な
の
ゝ
く
に

に
ハ
、
な（

内
藤
）い

と
う
、
か（

片
た

ぎ桐
）

り
、
く
ろ
た
、
す

は
う
、
さ
い
と
う
（
注
）、

む（
村

ら

か上
）

ミ
、
井
の（

上
）う

へ
、
た（

高
か

な梨
）

し
、
う（

海
野
）ん

の　
も（

望
ち

（
注
）　
﹁
岩
﹂
は
﹁
く
ろ
た
・
す
わ
う
・
さ
い
た
う
﹂
と
し
漢

字
は
宛
て
て
い
な
い
。

七
丁
ウ
（
上
段
）

　

ふ（
藤
原
伊
北
）

ち
ハ
ら
の
い
ほ
う

（
注
）　

烏
帽
子
を
着
け
な
い
鎧
姿
の
座
像
は
当
図
の
み
。
立
て
た
左
の
足
先
が
細

く
下
に
向
く
。
幕
の
紋
は
藤
原
氏
の
源
氏
車
。
背
後
に
長
刀
ほ
か
の
武
具

が
掛
け
て
あ
る
。
本
文
は
六
丁
ウ
に
出
る
。



−三三−

八
丁
オ
（
下
段
）

つ

）
1

月
）（
注き

、
や（

屋
形
）か

た
を
な（

並
）ら

べ
さ（

候
）ふ

ら
ふ
な
り
、
し（

下　

も野
国
）つ

け
の
く
に
ゝ
ハ
、

を（
小
山
）や

ま
、
う（

宇
都
宮
）

つ
の
ミ
や
、

ゆ（
結
城
）う

き
、
な（

長
沼
）が

ぬ
ま
、

う（
氏
家
）ち

ゑ
、
し（

塩
谷
）ほ

の
や
、

木
む（

村
）ら

、
み（

皆
河
）な

が
ハ
、

あ
し
か
ら
、
ま
の
だ
の
）
2

（
注　

（
注
1
）　
﹁
岩
﹂
は
﹁
海
野
・
望
月
﹂
と
す
る
。

（
注
2
）　 ﹁
岩
﹂
は
﹁
あ
し
か
ら
・
ま
の
た
の
﹂
と
し
漢
字
は

宛
て
て
い
な
い
。

八
丁
オ
（
上
段
）

　

に（
新
田
）た

ん
の
四
郎

（
注
）　

新
田
氏
の
紋
は
大
中
黒
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
幕
の
紋
は
七
宝
花
輪
違
か
。

袖
を
括
っ
た
狩
衣
に
侍
烏
帽
子
姿
の
座
像
。
背
後
に
弓
と
壺
胡
簶
が
立

て
か
け
て
あ
る
。
本
文
は
七
丁
オ
に
出
る
。



−三四−

八
丁
ウ
（
下
段
）

人

く
や（

屋
形
）か

た
を
な（

並
）ら

べ
さ（

候
）ふ

ら
ひ
ぬ
、
さ（

相
模が

ミ

の国
）

く
に
ゝ
ハ
、
さ（

座
間
）ん

ま
、
ほ（

本
ん

ま間
）、

つ（
土
屋
）ち

や
、
あ（

愛
甲
）い

き
や
う
、

と（
土
肥
）い

の
次
郎）
1

（
注

、
ふ（

父
子
）し

、
か（

糟　

す屋
藤
）や

の
と
う
五
、
し（

渋
ふ

や谷
）、

さ
と
う）
2

（
注

、
は（

波
多
野た

の
ゝ

う右
馬
丞
）

ま
の
ぜ
う
、
を（

岡
か

（
注
1
）　
﹁
岩
﹂
は
﹁
土と

い
の肥
二
郎
父ふ

子し

﹂

（
注
2
）　 ﹁
岩
﹂
は
﹁
さ
と
う
﹂
の
ま
ま
漢
字
を
宛
て
て
い
な

い
。

八
丁
ウ
（
上
段
）

　

う（
海
野
望
）

ん
の
も
ち
月

（
注
）　

屏
風
を
巡
ら
し
て
、
長
刀
と
太
刀
を
立
て
掛
け
直
垂
に
梨
打
烏
帽
子
の
向

こ
う
鉢
巻
き
姿
座
像
。
幕
は
右
下
隅
に
少
し
描
か
れ
、
丸
い
縁
の
紋
は
不

明
。
海
野
氏
の
紋
・
連
銭
の
一
部
と
は
見
え
な
い
。
本
文
は
七
丁
ウ
か
ら

八
丁
オ
に
出
る
。



−三五−

九
丁
オ
（
下
段
）

ざ崎
）

き
、
み（

三
浦
）う

ら
の
人

く
、
い（

伊
豆
国
）

づ
の
く
に
ゝ
ハ
、

入
え（

江
）　わ（
藁
科
）ら

し
な
、
き（

吉　

つ川
）

か
ハ
、
ふ（

船
越
）な

こ
し
、
大

も（
森
）り

、
か（

葛
）つ

ら
山
、
と（

遠
を

た江
国
）う

ミ
の
く
に
ゝ
ハ
、
い
し

あ
ま
（
注
１
）、
し
ミ
づ）
2

（
注

、
み（

三
川か

は国
）

の
く
に
ゝ
ハ
、
し（

設
楽
）た

ら
、

（
注
1
）　 ﹁
岩
﹂
は
﹁
い
し
あ
ま
﹂
の
ま
ま
漢
字
を
宛
て
て
い

な
い
。﹁
石
浜
﹂
か
。

（
注
2
）　 ﹁
岩
﹂
に
は
﹁
し
と
つ
﹂
と
あ
り
、
漢
字
を
宛
て
て

い
な
い
。﹁
清
水
﹂
か
。

九
丁
オ
（
上
段
）

　

小
山
の
判
官

（
注
）　

前
図
と
趣
を
変
え
て
、
三
頭
左
巴
紋
が
明
瞭
な
幕
を
直
線
に
張
っ
て
描

き
、
し
つ
ら
え
も
直
線
的
な
板
戸
か
。
長
刀
と
鉾
も
垂
直
に
立
て
る
。
狩

衣
に
梨
打
烏
帽
子
の
後
ろ
鉢
巻
き
姿
の
座
像
も
端
正
。
た
だ
し
、
小
山
氏

の
紋
は
三
頭
右
巴
ら
し
い
。
本
文
は
八
丁
オ
に
出
る
。



−三六−

九
丁
ウ
（
下
段
）

ち（
中
条
）う

て
う
、
お（

尾
張ハ

り
の

く国
）

に
ゝ
ハ
、
大
ぐ（

宮
司
）う

じ

ミ（
宮
）や

の
四
郎
、
せ（

関
）き

の
大
郎
、
み（

美
濃
国
）

の
ゝ
く
に

に
ハ
、
た（

高
嶋
）か

し
ま
、
ま
つ）
1

（
注

ゐ（
井
）、

あ（
近
江
国
）

ふ
ミ
の
く
に
ゝ
ハ
、

山
も（

本
）と

、
か（

柏
木
）し

ハ
ぎ
、
た

つ
い）
2

（
注

、
に（

錦
織
）し

こ
り
、
さ（

佐
々
）ゝ

（
注
1
）　
﹁
岩
﹂
に
は
﹁
ま
つ
井
﹂
と
あ
る
。﹁
松
井
﹂
か
。

（
注
2
）　 ﹁
岩
﹂
に
は
﹁
た
つ
い
﹂
の
ま
ま
、
漢
字
を
宛
て
て

い
な
い
。

九
丁
ウ
（
上
段
）

　

う（
宇
都
）つ

の
宮
の
や

（
弥
）三

郎

（
注
）　

宇
都
宮
氏
の
紋
は
二
頭
右
巴
ら
し
い
が
、
幕
紋
は
判
別
し
難
い
。
狩
衣
に

梨
打
烏
帽
子
の
向
こ
う
鉢
巻
き
姿
の
座
像
で
、
立
て
か
け
た
弓
と
三
本

の
矢
を
見
る
よ
う
な
横
顔
に
描
く
。
本
文
は
八
丁
オ
に
出
る
。



−三七−

十
丁
オ
（
下
段
）

木
と（

党
）う　

や（
屋
形
）か

た
を
な

（
並
）　

ら
べ
さ（

候
）ふ

ら
ふ
な（

也
）り

、

た（
当
番
）う

ば
ん
の
人
々

に
ハ
、
ゆ（

結
城
）う

き
の
七

郎
、
河
ご（

越
）へ

、
た（

高
坂
）か

さ

か
、
お（

大
胡
）う

ご
、
を
し
む
ろ）
1

（
注

な（
難
波
）む

ば
の
人
つ
れ）
2

（
注

か（
上
総
介
）

つ
さ
の
す
け
人
の
（
注
３
）

（
注
1
）　 ﹁
岩
﹂
に
は
﹁
お
し
む
ろ
﹂
と
あ
り
、
漢
字
は
宛
て

て
い
な
い
。

（
注
2
）　 ﹁
人
つ
れ
﹂
は
破
損
修
理
後
の
後
人
の
書
き
入
れ
。

﹁
岩
﹂
に
は
﹁
太
郎
﹂
と
あ
る
。

（
注
3
）　 ﹁
け
人
の
﹂
は
同
じ
く
後
人
の
書
き
入
れ
。﹁
岩
﹂
に

は
﹁（
上
総
介
）
父
子
﹂
と
あ
る
。

十
丁
オ
（
上
段
）

　

き
（
木
）村

た（
党
）う

（
注
）　

木
村
氏
の
紋
は
釘
抜
と
松
皮
菱
か
、
幕
の
左
右
に
そ
れ
ら
し
い
紋
が
描

か
れ
る
。
鎧
直
垂
に
梨
打
烏
帽
子
の
向
こ
う
鉢
巻
き
姿
の
座
像
。
背
景
は

水
平
に
描
か
れ
、
鎧
の
下
半
が
見
え
る
。
本
文
は
八
丁
オ
に
出
る
。



−三八−

十
丁
ウ
（
下
段
）

や（
屋
形
）か

た
を
な（

並
）ら

と
い
ふ）
1

（
注

な（
也
）り

、
バ（

坂
東
）ん

ど
八
か
こ

）
2

（
国
）（
注く

か（
海
道
）い

だ
う
七
か
こ（

国
）く

の

ミ
に
あ
ら
ず
、
三
と（

年
）せ

の
わ（

大
番
）う

ば
ん
、
そ（

訴
訟し

よ人
）

う
に
ん
と
い
ふ
ほ

（
程
）　

ど
の
も（

者
）の

ゝ
、
や（

屋
形
）か

た
、

う（
雲
霞
）ん

か
の
ご（

如
）と

く
な
り
、

（
注
1
）　 ﹁
と
い
ふ
﹂
は
破
損
修
理
後
の
後
人
の
書
き
入
れ
。

﹁
岩
﹂
に
は
﹁
べ
し
﹂

（
注
2
）　 ﹁
こ
く
﹂
は
後
人
の
正
し
い
書
き
入
れ
。﹁
岩
﹂
に
は

﹁
國
﹂

十
丁
ウ
（
上
段
）

　

さ（
座
間
）ん

ま

（
注
）　

座
間
氏
の
紋
は
不
明
。
こ
の
幕
も
黄
紫
紅
の
よ
う
な
五
幅
仕
立
て
か
。
狩

衣
に
梨
打
烏
帽
子
の
後
ろ
鉢
巻
き
姿
の
座
像
。
袴
の
裾
か
ら
左
足
先
を

少
し
出
す
。
背
後
に
波
頭
を
描
い
た
屏
風
。
本
文
は
八
丁
ウ
に
出
る
。



−三九−

十
一
丁
オ
（
下
段
）

さ
て
君
の
御
ざ（

座　

と所
）

こ
ろ
を
バ
ま（

真
ん

な中
）

か
に
、
四
か（

角
）く

四
め（

面
）ん

に
、
る（

瑠
璃
）り

を
の
べ
五

十
九
け（

間
）ん

に
か（

飾
）ざ

ら

れ
た
り
、
め（

面
々
）ん

く　
お

（
思
）　

も
ひ

く
の
や（

屋
形
）か

た
つ

く
り
、
い
ろ

く
の
ま

（
幕
）　

十
一
丁
オ
（
上
段
）

　

ほ（
本
間
）ん

ま
の
入
道

（
注
）　

被
り
物
は
沙
門
頭
巾
か
、
僧
形
の
座
像
。
幕
に
は
胡
蝶
の
紋
が
見
え
る
が

本
間
氏
の
紋
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
文
の
八
丁
ウ
﹁
ほ
ん
ま
﹂
が
該
当

か
。



−四〇−

十
一
丁
ウ
（
下
段
）

く
の
も（

紋
）ん

、
き（

金
銀
）ん

く

を
ち
り
ば
め
て（
注
）こ

そ
か（

飾
）ざ

ら
れ
け
れ
、

を
よ
そ
や（

屋
形
）か

た
の
か

（
数
）　

ず
ハ
、
二
ま（

万
）ん

五
せ（

千
）ん

三
百
八
十
よ（

余
間
）け

ん

な（
也
）り

、
そ（

総
）う

じ
て

じ（
上
下
）や

う
げ
の
や（

屋
形
）か

た

（
注
）　
﹁
岩
﹂
は
﹁
ち
り
ば
み
て
﹂

十
一
丁
ウ
（
上
段
）

　

つ（
土
屋
）ち

や
の
三
郎

（
注
）　

狩
衣
に
梨
打
烏
帽
子
の
後
ろ
鉢
巻
き
姿
座
像
。
土
屋
氏
の
紋
は
甍
か
四
目

結
ら
し
い
が
白
幕
。
鎧
全
図
が
描
か
れ
た
の
は
当
図
の
み
。
文
は
八
丁
ウ

に
出
る
。



−四一−

十
二
丁
オ
（
下
段
）

の
か（

数
）ず

、
十
万
八
千

げ（
間
）ん

、
の（

軒
）き

を
な（

並
）ら

べ
て
こ（

小
路
）う

じ
を
や
り
、

い（
甍
）ら

か
を
な（

並
）ら

べ
て

う（
打
）ち

た
り
け
り
、

ひ（
東
）が

し
に
そ
ふ
た
る

ハ
、
か（

梶
原
平
三

ち
ハ
ら
へ
い
ざ

う景
時
）か

け
と
き
、
に（

西
）し

十
二
丁
オ
（
上
段
）

　

と（
土
肥
）い

の
二
郎

（
注
）　

直
垂
に
梨
打
烏
帽
子
後
ろ
鉢
巻
き
で
中
啓
を
持
つ
姿
の
座
像
。
土
肥
氏
の

紋
は
三
頭
右
巴
か
矢
筈
ら
し
い
が
、
幕
に
は
梅
鉢
ら
し
い
紋
が
見
え
る
。

文
は
八
丁
ウ
に
出
る
。



−四二−

十
二
丁
ウ
（
下
段
）

の
は
づ
れ
ハ
さ（

左
衛ゑ

も門
　
尉
　
祐

ん
の
ぜ
う
す
け

つ経
）

ね
か
や（

屋
形
）か

た
な
り
、
い（

幾　

く程
）

ほ
と
ゝ
こ
そ
お（

思
）も

ひ

け
ん
﹂、
五
郎
き

（
聞
）ゝ

て
、﹁
さ

て
き（

客
人
）や

く
じ
ん
ハ
、
い
づ

く
の
く（

国
）に

の
い
か
な
る

人
に
て
さ（

候
）ふ

ら
ひ
け

十
二
丁
ウ
（
上
段
）

　

大
く（

宮
司
）う

じ

（
注
）　

狩
衣
に
侍
烏
帽
子
姿
の
座
像
。
髯
を
蓄
え
風
格
あ
る
老
人
に
描
か
れ
る
。

背
後
に
鎗
と
鉾
が
掛
け
て
あ
る
。
紋
は
不
明
。
幕
は
五
幅
仕
立
て
か
。
文

は
九
丁
ウ
に
出
る
。



−四三−

十
三
丁
オ
（
下
段
）

る
﹂、﹁
び（

備
前
国
） 

ぜ
ん
の
く
に

の
ち（

住
人
）う

に
ん
に
、
き（

吉　

び備
津
宮
）

つ
ミ
や
の
わ（

王
う

と藤
内
）う

な
い
、
手て

ご（
越
）し

の
せ（

少
将
）う

し
や
う
、
き（

黄
瀬せ

が川
）

ハ
の
か（

亀
鶴
）め

づ
る
を
な

（
並
）　

ら
べ
を
き
て
、
さ（

酒
か

も盛
）

り
な
か
バ
な
り

十
三
丁
オ
（
上
段
）

　

さ（
佐
々
木
）

ゝ
き
の
四
郎

（
注
）　

幕
紋
の
四
目
結
は
佐
々
木
氏
の
紋
と
し
て
名
高
い
。
狩
衣
も
紋
散
ら
し

で
梨
打
烏
帽
子
向
こ
う
鉢
巻
き
姿
の
座
像
。
弓
と
壺
胡
簶
が
立
て
か
け

て
あ
る
。
文
は
九
丁
ウ
か
ら
十
丁
オ
の
箇
所
。



−四四−

十
三
丁
ウ
（
上
段
）

　

か（
河
越
）わ

こ
へ
の
太
郎

（
注
）　

幕
に
河
越
氏
の
二
瓶
子
紋
。
鎧
直
垂
に
梨
打
烏
帽
子
後
ろ
鉢
巻
き
姿
。
片

膝
立
て
た
座
像
の
た
め
、
足
の
描
き
方
の
特
徴
が
良
く
わ
か
る
。
背
後
に

屏
風
、
幕
近
く
に
長
刀
と
馬
印
。
幕
を
左
下
に
張
る
構
図
は
当
図
の
み
。

文
は
十
丁
オ
に
出
る
。

十
三
丁
ウ
（
下
段
）

し
に
、
よ
び
い

（
入
）れ

す（
祐
成
）け

な
り
も
ま

（
舞
）　

ひ
を
ま

（
舞
）ふ

ほ（
程
）と

の

事
な
り
つ
る
に
、

を（
面
）も

て
に
あ
て
ゝ

く（
広
言
）ハ

う
げ
ん
と
も

し
つ
る
む（

無
念
）ね

ん

さ
よ
、
ひ（

一
刀
）と

か
た



−四五−

十
四
丁
オ
（
下
段
）

な　
さ（

刺
）し

、
い
か
に
も）
1

（
注

も
と
お

（
思
）　

も
ひ
け
れ
と
も）
2

（
注

、
わ
と（

殿
）の

に
い（

命
）の

ち
が
お

（
惜
）し

ま
れ

て
、
手
に
に（

握
）ぎ

り
た

る
か（

敵
）た

き
を
、
の（

逃
）が

し
つ
る）
3

（
注

む（
無
念
）ね

ん
な
れ
﹂、
五
郎
き

（
聞
）ゝ

て
、﹁
こ（

是
）れ

や
た（

宝
）か

ら

の
山
に
入
て
、
手
を

（
注
1
）　
﹁
も
も
﹂
の
上
の
﹁
も
﹂
は
、
後
人
の
書
き
入
れ
か
。

（
注
2
）　
﹁
岩
﹂
に
は
﹁
お
も
ひ
つ
る
を
﹂

（
注
3
）　
﹁
岩
﹂
に
は
﹁
の
が
し
つ
る
こ
そ
﹂

十
四
丁
オ
（
上
段
）

　

か（
上
総
）つ

さ
の
助

（
注
）　

紋
は
月
星
ま
た
は
八
葉
ら
し
い
が
、
こ
の
幕
は
五
幅
幕
か
。
狩
衣
姿
に
折

烏
帽
子
か
後
ろ
鉢
巻
き
の
座
像
。
中
啓
を
持
つ
。
文
は
十
丁
オ
に
出
る
。



−四六−

十
四
丁
ウ
（
上
段
）

　

く（
工
藤
祐
経
）

と
う
す
け
つ
ね

（
注
）　

幕
の
紋
は
庵
に
二
木
瓜
。
幕
の
内
側
に
直
垂
に
梨
打
烏
帽
子
後
ろ
鉢
巻
き
の
座
像
。
背
後
に

立
て
か
け
た
弓
と
靫
。﹁
岩
﹂
巻
第
八
（
屋
形
ま
は
り
の
事
）
の
初
め
の
部
分
に
﹁
爰
に
、
二

つ
木
瓜
の
幕
打
ち
た
る
屋
形
あ
り
。（
中
略
）
伊
東
と
な
の
る
物
な
け
れ
ば
、
此
幕
打
べ
き
者

な
し
…
、
幕
の
ほ
こ
ろ
び
よ
り
見
い
れ
て
見
れ
ば
、
敵
左
衛
門
が
屋
形
な
り
。
こ
れ
は
い
か

に
、
一
木
瓜
の
幕
を
こ
そ
う
つ
べ
き
に
（
下
略
）﹂
と
あ
り
、
こ
の
文
に
忠
実
に
紋
を
描
い
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
文
は
十
二
丁
ウ
に
あ
り
。

（
注
）

十
四
丁
ウ
（
下
段
）

む（
空
）な

し
く
す
る
ふ（

風
情
）ぜ

い
な
り
、
う
れ
し
く
も
御

こ
ら
へ
さ（

候
）ふ

ら
ふ
も
の

か
な
、
あ
ま
し
さ（

候
）ぶ

ら

う
べ
き
に
も
さ（

候
）ふ

ら

ハ
ず
、
な（

南
無
阿
弥
陀

む
あ
ミ
だ

ふ仏
）

つ
﹂
と
ぞ
申
け
る

　
　

八
も（

文
字
）ん

し
屋

　
　
　
　
　

八
左
衛
問

（
マ
マ
）板

（
注
）　

慶
安
（
一
六
四
八
～
五
二
）
頃
か
ら
正
本
屋
を
営
ん
だ

京
都
の
版
元
﹁
八
文
字
屋
八
左
衛
門
﹂。
浮
世
草
子
の

﹁
八
文
字
屋
本
﹂
で
著
名
な
の
は
元
禄
末
以
降
で
二

代
。
こ
れ
は
初
代
で
あ
ろ
う
。



−四七−

（
き
む
ら　

や
え
こ　

元
金
城
学
院
大
学
教
授
）　

（
後
ろ
表
紙
）

（
後
ろ
見
返
し
）


